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荒 木 和 秋?・高 橋 圭 二?・小 宮 道 士?・中 辻 浩 喜?
井 上 誠 司?・吉 岡 徹?・小 糸 健太郎?
表1 酪農政策と効果
国家 レベル 経営 レベル
政策の内容
政策＝
補助金投入 生乳増産 自給率向上 コスト低減 労働時間の短縮
規模拡大 ◎ ◎ × × ×
ロボット ◎ ○ ― × ◎
TMRセンター ◎ ◎ × × ○

















































































































































































A  B  C 平均 D  E  F  G1  G2 平均
搾乳頭数
（cow）
36 58 25 ― 56 48 32 47 33 ―
平均日乳量
（kg/cow）
23.2 22.3 21.8 22.4 35.8 32.3 30.3 30.8 28.0 31.5
平均搾乳量
（kg/milking）
10.5 10.6 10.2 10.4 15.5 15.9 14.9 12.2 11.1 13.9
平均搾乳速度
（kg/min）
2.6 2.5 2.7 2.6 3.5 2.6 2.9 3.0 2.6 2.9
搾乳回数
（milking/day）
80 122 55 ― 129 98 66 120 83 ―
搾乳回数
（milking/cow）
2.2 2.1 2.2 2.2 2.3 2.0 2.1 2.6 2.5 2.3
稼動率
（％） 47.6 75.2 28.1 50.3 64.6 61.7 38.5 59.7 46.2 54.1
注：聞き取り調査にもとづく












































































































































項 目 Ｉ牧場 Ｏ牧場 Ｙ牧場 Ｍ牧場 北海道
飼養形態 通年放牧 通年放牧 夏期放牧 夏期放牧
搾乳方式 Ｍパーラ Ｍパーラ パイプラインＭ 搾乳ロボット
繁殖時期 季節 季節 季節 通年 通年
生産乳量（トン） 720 358 401 700 575
平均搾乳牛（頭） 87 64 50 88 69.7経営
規模 飼料作面積（ha) 63 52 77.1 75 55.1
家族労働力（人） 2(2) 2 3 3 2.9
表4 日常管理作業時間
Ｉ牧場 Ｏ牧場 Ｙ牧場 Ｍ牧場 北海道
項 目 Ｍパーラ Ｍパーラ パイプラインＭ 搾乳ロボット
87 64 56 88 69.7
搾乳・後片付け 2h・2回・3人 2h・2回・2人 2h・2回・2人 1h・2回・1人
給餌 1.5h・1回・1人 0.5h・1回・1人 1h・2回・1人 0.5h・2回・1人
除糞 0.75h･2回･1人 0 1h・2回・1.5人 40m・1回・1人
哺乳 0.5h･3回･1人 0 0.5h・2回・1人 2h・2回・1人
他 0.75h･2回･1人 0 1h・2回・2人 1h20m・1回・1人
合計 18時間 8.5時間 16時間 9時間 22時間
１人当たり 4.5時間 4.25時間 5.3時間 3時間 9時間
注：北海道は「北海道の畜産経営22・23年」より（46戸の平均数値），h＝時間，m＝分








































Ｉ牧場 Ｏ牧場 Ｙ牧場 Ｍ牧場 北海道
項目 Ｍパーラ Ｍパーラ パイプラインＭ 搾乳ロボット
87 64 56 88 69.7
生乳販売 6,677 2,756 3,624 5,011
個体販売 1,220 550 796 1,238収
入 雑収入 369 574 395 663
小計 8,266 3,880 4,815 6,957 6,912
飼料費 1,383 782 911 1,681 2,047
減価償却費 822 599 486 1,485 1,156支
出 他 2,859 1,713 1,196 2,193 2,524
合計 5,067 2,687 2,593 5,359 5,727
合計 3,199 1,193 2,222 1,598 1,187所










































生乳販売 3,624 5,011 1,387
個体販売 796 1,238 442収
入 雑収入 395 663 268
小計 4,815 6,912 2,097
雇用労賃 0 130 130
種苗費 0 33 33
素畜費 155 113 －42
家畜減価償却費 229 736 507
肥料費 83 261 178
飼料費 911 2,047 1,136
農薬・医薬品 0 161 161
諸材料費 201 141 －60
修繕費 210 319 109
動力光熱費 82 306 224
農業共済金 146 192 46支
出 減価償却費 257 420 163
荷造運賃手数料 360 0 －360
利子割引料 24 66 42
地代・賃借料 16 519 503
作業委託料 0 16 16
車両費 125 39 －86
企画管理費 0 31 31
雑費（その他） 90 197 107
牛販売原価 170 ― ―
育成費用 －466 ― ―
小計 2,593 5,727 3,134







































搾乳牛頭数 73頭 70頭 －3頭
生乳販売 6,677 5,011 －1,666
個体販売 1,220 1,238 18
受入共済金 129 409 63収
益 受入補助奨励金 217
雑収入 23 254 231
小計 8,266 6,912 －1,354
雇用労賃 566 130 －436
種苗費 32 33 1
養畜費 265 113 －152
肥料費 208 261 53
飼料費 1,383 2,047 664
農薬・医薬品 1 161 160
諸材料費 99 141 42
修繕費 253 319 66費
用
動力光熱費 356 306 －50
農業共済金 193 192 －1
減価償却費 822 1,156 334
賃料料金 788 484 －304
支払利息 36 66 30
地代 0 50 50
車両費 12 39 27
雑費（その他） 53 227 174
小計 5,067 5,725 658
差し引き 3,199 1,187 －2,012
資料：Ｉ牧場「決算報告書」，北海道『営農類型別経営統計』
注：減価償却費は自動車，農機具，建物，動物である。
道・修繕費は機械費，建物費から減価償却費を差し引いた額。
道・車両費は農用自動車から減価償却費を差し引いた額。
道・賃料料金は賃借料と作業委託料の合計
ここでは，増殖益は計算に入れていない。
図6 北海道における酪農営農方式の展開方向図
87北海道酪農における恒久的営農システムの実証的研究
